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i
l
運
腕
調
査
局
「
交
遇
措
百
倒
論
」

1
l

祈

働

ベ、

1ま

tJ' 

音

L 

資
本
主
義
批
舎
に
於
て
は
、
企
業
が
固
有
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
其
蕗

ば
は
園
家
に
よ
っ
て
そ
の
利
害
を
宵
接
間
接
に
代
表
さ
れ
る
槻
安
本
主
質

拶
働
と
の
開
怖
が
基
本
的
障
寅
か
れ
て
い
る
。
そ

L
て
乙
の
闘
有
企
業
医

於
け
る
持
働
者
は
費
本
家
的
企
業
に
於
け
る
努
働
者
、
と
本
質
的
医
は
同
一

旬
、
或
は
そ
れ
以
下
の
立
場
に
お
か
れ
る
。
固
有
錨
遭
に
於
て
も
ま
〈
同

離
で
お
る
。
周
有
錨
遣
を
目
本
資
本
主
義
の
機
構
町
中
に
と
ら
え
、
と
れ

を
分
析
し
よ
う
と
す
る
な
ち
ぽ
、
園
醐
骨
骨
働
の
問
題
は
無
醐
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

然
る
に
従
捕
の
岡
在
鍋
遭
陀
闘
す
る
女
献
の
中
に
位
、
岨
首
謀
粁
だ
の
、

列
車
料
だ
の
、
走
行
粁
だ
白
、
貨
物
の
噸
粁
だ
の
、
旋
客
町
人
粁
だ
の
い

う
E
と
ば
か
り
が
脊
い
で
あ
っ
て
、

ζ

れ
b
の
圃
鏑
の
サ
ー
ビ
ス
が
図
融

勢
働
者
に
よ
っ
て
Y
」
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
か
托
し
て
い
な

い
。
い
ま
ま
で
の
変
調
繭
者
は
軌
道
的
上
を
走
る
列
車
ば
か
り
を
見
て
い

園
鍋
捗
働
の
分
析

島

恭

Eま

て
、
と
れ
を
走
ら
せ
る
勢
働
者
を
見
な
か
っ
た
左
一
耳
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ

る
ま
い
。
闘
舗
が
わ
が
国
有
数
の
大
企
業
で
あ
る
托
も
拘

b
f、
日
本
民

は
ア
メ

B
カ
で
多

f
み
ら
れ
る
よ
う
な
費
本
家
的
立
場
よ
り
す
る
舗
道
陣
可

務
の
管
理
請
す
ふ
あ
ま
り
普
か
れ
て
い
た
い
の
で
あ
る
。
園
輯
努
働
の
問

題
は
、
桂
藤
新
平
に
上
官
て
肝
調
「
困
融
大
家
族
主
義
」
が
確
立
さ
れ
て

以
来
、
封
建
的
官
僚
制
的
中
に
探
〈
裸
〈
題
諒
し
て
容
易
に
そ
的
姿
を
説

わ
さ
な
か
っ
た

k
-
Z
え
よ
う
。

ル
」
乙
ろ
が
敗
戦
後
円
岡
臨
の
問
題
に
は
、
誰
の
眼
に
も
明
か
な
よ
う

に
、
囲
曲
第
働
者
の
問
題
が

ρν

キ
9
k
大
き
〈
棒
世
上
っ
て
燕
た
ロ
あ

の
「
圏
有
曲
譜
賞
相
報
告
替
」
も
闘
曲
目
危
植
を
ま
た
闘
醐
掛
働
日
危
機

ξ

し
て
わ
れ

y
¥
忙
骨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
錨
の
危
機
は
レ
ー
ル
ヂ

枕
木
や
草
輔
単
其
仙
の
固
定
施
設
の
復
嘗
補
修
が
輪
選
的
危
瞳
欺
態
を
喰

hr
止
め
る
程
度
に
行
わ
れ
得
な
い
と
と
ろ
』

b
起
ワ
て
鼎
る
だ
け
で
な

4

1

図
織
野
働
者
町
野
働
方
町
再

1

生
産
が
不
売
分
な
と
と
、
熱
線
度
の
低
卜
し

て
い
る
乙

k
轄
に
も
起
悶
し
て
い
る
是
一
耳
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
わ
れ

1
1、

耐
静
六
十
二
巷

五

ヨ
一
五
豆
ー

第
六
時
匹

， 
や



国
輯
勢
働
円
分
析

は
図
画
五

O
高
町
第
働
者
が
彊
力
な
組
織
力
を
以
て
粧
職
後
質
鶴
闘
争
忙

樵
誌
の
復
興
に
立
ち
上
っ
て
い
る
事
寅
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
い
る
。
そ

し
す
~
世
人
目
園
鍬
白
危
棋
が
闘
醐
勢
働
者
町
九
ト
ラ
イ
キ
忙
蹄
閃
す
る
か

め
棟
な
錯
皿
閣
に
陪
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
錨
曜
が
生
品
る
程
陀
困
錨
捗

働
者
が
闘
錦
町
職
選
民
つ
い
て
偉
大
な
佼
制
を
呆
じ
て
い
た
乙
・
と
を
今
頁

町
ょ
う
陀
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
園
銭
円
分
析
は
寺
中
園
融
持
働

の
分
析
&
切
離
し
て
考
え

b
れ
な
い
。

敗
職
後
園
餓
第
働
者
円
庄
態
に
つ
い
て
す
「
れ
た
い

t
つ
か
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
中
報
骨
封
書
か
れ
た
。
「

H
本
町
大
動
脈
・
闘
融
」
用
問
中
小
評
論
・

一
九
四
八
年
六
月
腕
)
、
山
富
尊
子
「
上
野
騨
に
倒
〈
人
々
」
(
婦
人
の

友
四
一
巻
一
揖
)
、
「
園
闘
で
は
乙
う
た
た
か
っ
て
い
る
」
(
科
皐
k
技
術
・

一
丸
四
八
年
九
月
)
こ
れ
ら
の
資
料
に
ま
っ
て
、
わ
れ

1
¥
は
今
ま
で

わ
れ

F
¥
の
眠
か
ち
か
く
さ
れ
て
い
た
岡
家
滴
占
委
木
下
円
勢
働
者
の
恥
眠
、

態
の
一
斑
を
始
め
て
知
る
と

E
が
田
弗
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
E
同
時
に
も

っ
と
組
柚
的
な
図
鑑
勢
働
の
調
査
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
ー
と
を
感
じ
た
の

で
あ
っ
た
。
賃
際
キ
ま
で
ふ

A
闘
輔
の
純
静
に
於
て
は
安
本
投
下
町
不
足

に
よ
っ
て
、
運
輸
施
酸
主
勢
動
力
・
と
の
酷
使
が
し
ば
/
、
生
じ
て
い
た
事

買
を
推
測
す
る
と
主
部
田
高
る
町
で
あ
る
。
現
在
日
国
舗
の
危
掛
は
ζ

の

過
去
の
紹
替
の
融
陥
Mm
集
積
さ
れ
江
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も

L
も
戦
前

戦
時
K
於
け
る
園
錨
努
働
円
分
析
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
現
在
の
危
機
内

段
階
を
も
奇
め
て
、
従
車
ま
で
の
闘
輯
絹
惜
の
性
格
が
明
か
医
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

第
ム
つ
ヤ
ニ
巻

一
五
六

第
六
貌

乙
ta

に
運
轍
省
調
査
局
に
よ
っ
て
品
医
さ
れ
た
「
交
通
勢
価
諭
」
(
日
本

棋
済
主
欄
誕
叢
脊
ゆ
)
は
そ
う
し
た
要
望
に
あ
る
程
度
答
え
得
る
も
の

T

あ
る
。
乙
れ
は
隣
醐
拶
働
を
中
心
主

L
も
に
わ
か
園
町
交
調
労
働
自
分
析
で

あ
る
。
・
冬
抵
M
T
働
争
セ
の
も
の
と
し
て
の
評
情
陪
事
門
町
交
通
事
者
に
ま

か
せ
エ
ぅ
。
た
ピ
と
λ

で
は
交
通
持
働
一
般
の
問
掴
に
ふ
れ
る
と
と
に
よ

っ
て
困
曲
第
働
の
特
色
が
鮮
問
に
浮
世
上
っ
て
い
る
鮪
に
注
意
し
た
い
の

で
あ
る
。

己
の
書
物
で
取
扱
わ
れ
る
期
間
は
主
と
し
て
昭
和
五
、
六
年
頃
よ
り
職

後

K
E
ん
で
い
る
。
現
在
の
危
掛
的
段
階
に
あ
る
図
鑑
勢
働
問
題
を

E
離

t

陀
担
握
ず
る
陪
は
、
ど
う
し
と
も
最
少
限
度
乙
の
期
聞
の
考
察
は
必
要
で

あ
る
が
、
本
脅
は
所
謂
暗
黒
時
代

E
現
在
の
時
貼
1c
の
つ
な
が
り
に
於
て

解
明
す
る
鑓
を
提
供
し
て
い
る
と
も
丑
え
る
。
乙
の
書
物
の
構
成
は
第
一

章
交
語
勢
働
人
口
、
第
二
章
交
語
捗
働
の
置
、
第
三
章
交
趣
野
働
山
山
勢
働

時
問
、
第
四
章
受
沼
崎
骨
働
の
貨
齢
、
第
五
章
園
輔
の
野
働
生
産
性
よ
り
成

っ
て
い
る
ρ

私
は
と
の
順
序
陪
従
っ
て
園
鍋
勢
働
を
中
心
に
本
番
の
内
容

を
紹
介
L
た
い
。

『

ー
国
鍛
の
勢
働
人
口

交
通
捧
働
特
に
閏
醐
等
働
の
分
析
に
於
て
、
ま
づ
最
初
の
障
害
は
封
象

た
る
交
誼
勢
価
者
、
闘
餓
持
働
者
が
明
確
に

E
bえ
b
れ
な
い
と
い
う
乙

左
で
あ
る
。
吏
通
業
に
は
一
方
阻
技
柑
的
構
成
心
高
度
の
近
代
的
な
夜
通

雄
闘
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
小
謹
塾
講
の
曲
き
材
開
幽
明
者
之
野
酎
者
を
乗
品



た
開
始
的
な
車
通
業
が
あ
る
。
前
者
に
骨
い
て
は
例
へ
ば
郡
熊
機
闘
士

ω

如
き
高
度
の
機
械
作
業
陀
従
事
し
技
術
者
の
鮪
暗
に
入
れ
て
よ
い
よ
う
な

勢
働
者
が
見

ιわ
る
し
、
後
者
の
場
合
は
努
働
者
た
る
正
同
時
に
小
所
有

者
で
あ
記
ま
も
に
交
誼
業
が
リ

1
ピ
ス
業
で
あ
る
た
め
に
ト
例
え
ば
現
場

忙
於
て
組
問
的
職
能
に
従
事
す
る
よ
う
在
日
札
掛
、
改
札
樹
、
草
常
磐
田
事

務
者
が
い
る
。
併
し
彼
揮
は
同
じ
く
事
務
者
の
中
北
入
れ
ら
れ
る
騨
長
、

助
役
串
々
と
は
明
確
に
直
別
さ
る
べ
き
伸
格
的
人
誌
で
あ
り
、
後
に
も
趨

ペ
る
よ
う
に
勢
務
者
の
鮪
鳴
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
交

祖
業
に
於
け
る
事
務
者
、
授
精
者
、
持
務
者
自
直
則
の
不
鮮
明
な
乙
1
ζ

自

抽
闘
が
、
ヱ
鋼
業
に
比
し
て
交
調
捗
働
分
析
的
困
難
さ
を
ま
づ
暗
示
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
間
醐
勢
働
に
は
更
に
ま
た
別
の
凶
難
が
惇
ラ
。
そ
れ
は
園

鶴
野
働
を
和
う
て
い
る
と
こ
ろ
の
官
僚
的
身
分
制
で
あ
る
。
例
え
ば
非
現

業
官
鳳
に
於
い
て
=
一
救
官
L

乙
，
い
え
ば
、
被
が
従
事
す
る
職
種
か

ιhpて
も

彼
の
意
識
か
ら
h
F

て
も
、
勢
働
者
で
は
な
い
が
、
園
錨
に
於
て
は
現
揚
円

勢
働
ば
従
事
し
つ

A

口
一
献
官
に
昇
謹
す
る
も
の
が
少
く
な
い
。
例
え
ば
ニ

十
一
年
に
は
操
車
掛
町
四
=
了
六
%
、
信
銃
掛
町
豆
四
・
凶
配
川
、
機
闘
土
白

六
三
・
二
%
が
三
組
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
官
吏
・
と
し
て
の
身
分
と

第
働
者
と
し
て
の
職
闘
が
同
一
人
格
に
油
消
し
て
い
る
場
骨
に
は
、
統
計

的
分
担
が
非
常
忙
困
難
民
な
る
。
図
融
持
働
の
分
析
は
ま
づ
乙
の
よ
う
な

勢
働
組
織
廷
の
も
の
ば
内
衣
す
る
複
雑
さ
を
握
悟
L
て
行
わ
れ
ね
ば
な

b

r
、u

T
j
L
U
 

ま
づ
交
掴
勢
働
人
口
の
推
移
を
軸
時
、
戦
後
に
つ
い
て
工
鋼
業
努
働
人

関
鈍
樺
働
の
分
析

ι 

口
の
そ
れ
と
比
較
し
τ
b
る
己
後
者
は
昭
和
十
九
咋
の
敗
戦
直
後
に
は
最

高
度
に
撞
し
、
敗
職
後
は
A
E
撤
し
て
い
て
わ
が
産
業
機
構
の
敗
戦
に
よ
る

間
接
を
そ
の
ま
A
現
わ
し
て
い
る
が
、
前
者
支
「
温
捗
働
人
口
は
職
時
に
於

げ
る
増
加
傾
向
を
職
後
一
も
甚
だ
し
く
先
わ
な
い
主
主
に
持
績
し

τい
る
。

ζ

れ
を
終
戦
時
の
労
働
者
異
動
車
に
ヲ
い
て
み

2

る
と
、
昭
和
ニ
十
年
九
月

に
は
工
業
の
解
雇
串
(
現
在
員
に
劃
す
る
)
四
四
・
四
%
、
傭
入
車
ニ
七
・
五

%
、
鏑
業
の
解
雇
苧
ニ
七
・
五
%
、
傭
入
阜
大
・
七
%
に
謝

L
、
究
調
業
で

は
誼
に
解
雇
車
九
・
六
%
傭
入
串
一
了
二
%
と
仕
っ
て
い
る
。

ζ

の
交
場

弊
働
人
口
智
静
の
中
核
を
な
す
の
は
近
代
的
交
調
幡
町
鋤
の
代
費
で
あ
る
餓

軌
道
野
働
人
口
、
就
申
困
輔
勢
働
人
口
で
あ
ワ
て
、
戦
宇
末
期
に
魚
崎
噌
し

た
原
柏
的
交
描
勢
働
は
敗
職
後
海
運
の
衰
微
に
ど
る
指
揮
荷
佼
勢
務
自
滅
十

少
、
信
盟
問
曲
師
骨
の
労
感
、
食
料
不
足
轄
に
よ
る
勢
働
者
自
陣
慢
年
に
よ
ワ

て
器
誠
し
て
い
る
。
だ
か
ら
圏
餓
勢
働
の
問
題
は
、
ま
づ
エ
踊
拶
働
は
勿

論
他
の
佼
週
労
働
人
口
忙
比
較
し
て
さ
え
も
明
確
な
特
徴
垂
示
し
て
い
る

と
こ
る
の
織
時
職
後
を
一
頁

L
て
飽
わ
ち
古
る
そ
の
噌
加
傾
向
の
原
岡
を

明

か

に

す

る

と

と

で

あ

る

。

、

図
[
輯
白
勢
働
人
口
は
昭
和
主
年
ニ

Q
四
、
五
六
凶
人
一
を
一

0
0
・
と
す
る

左
昭
和
六
、
七
、
八
今
、
む
し
ろ
漸
減
倒
向
を
}
閉
じ
て
い
る
が
、
昭
和
九
年

の
ニ

O
九
、
四
五
六
人
(
一

O
ニ
)
よ
り
漸
噌
傾
向
を
示

L
、
中
jJH職
争
を

極
て
太
平
洋
軸
守
的
末
期
K
涯
づ
〈
医
づ
れ
て
喪
第
K
帯
加
串
を
高
品
、

昭
和
十
丸
年
町
四
回
丸
、
回
四
三
人
合
一
ニ

Q
)
昭
和
二
十
年
、
五
一
八
、
一

=
一
凶
人
(
一
宝
一
三
昭
和
ニ
十
一
年
、
E
七
三
、

O
八
六
人
(
一
一
八

O
)
と
敗
戦

第
六
十
二
巷

一一一五七

事
占
ハ
腕

、、

百

七



園
関
野
働
円
分
析

期
に
最
高
に
撞
し
た
園
輯
捗
働
人
口
町
噌
加
は
敗
戦
後
も
持
続

L
て
い

る。

ζ

れ
は
闘
融
紬
人
員
中
主
と
し
て
現
場
町
勢
働
に
従
事
す
る
蹴
選

手
、
雇
員
、
見
習
雇
員
を
と
っ
て
み
て
も
同
様
で
あ
る
。
乙
ー
の
培
加
の
原

岡
は
何
か
、
業
時
四
量
出
靖
加
で
あ
ろ
う
か
。
軍
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

何
故
な

ιば
、
園
織
の
業
務
品
買
を
現
わ
ず
列
車
軒
、
人
噸
粁
を
と
っ
て
み

て
も
、
一
列
車
粁
嘗
り
園
鎖
入
員
中
百
寓
人
噸
粁
首
D
人
員
は
職
時
に
は

漸
噌
し
戦
後
に
は
愈
唱
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
百
寓
人
噸
粁
常
p
λ
員

昭
和
十
八
年
一
子
三
人
、
昭
和
十
九
年
一
子
九
人
、
昭
和
二
十
年
五
・
五
人
)

己
円
事
貨
は
困
輔
の
勢
働
僚
件
を
も
合
む
技
術
的
簡
保
件
医
大
き
な
樺
動

が
あ
っ
た
ζ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
づ
職
時
中
よ
り
職
後
坪
か
け
て
累
積
的
に
起
つ
之
い
る
努
働
人
口
靖

加
の
開
国
は
、

ω捗
働
八
日
の
質
的
低
下
が
量
の
商
E
楠
わ
れ
て
い
る
と

正
、
m
w
車
輔
・
棉
時
瞳
固
定
問
慌
の
酷
位
の
た
め
、
そ
の
保
守
修
理
に
倖

分
自
努
働
力
を
必
要
と
し
て
い
る
と
と
暫
で
あ
る
。
職
後
同
新
に
附
加
さ

れ
た
開
困
直
、
川
復
員
、
敗
職
後
ニ
十
年
度
末
ま
で
忙
約
九
九
、

0
0
0人

三
十
一
年
度
目
は
約
六
五
、

0
0
0
人
・
と
い
う
勢
働
刀
が
復
員
に
よ
づ
て

外
部
よ
り
園
融
相
皆
の
中
門
金
〈
無
計
量
的
に
投
げ
込
ま
れ
た
、
間
接
働

カ
偏
在
主
配
置
韓
換
の
困
難
に
よ
る
新
採
用
、
開
門
肱
町
働
保
件
改
善
に
よ
る

現
員
b
増
加
、
印
ち
拘
束
八
時
間
制
、
週
休
制
、
祝
摂
日
休
暇
年
五
目
、

一
ヶ
年
二
十
回
の
有
給
休
暇
、
女
子
町
生
現
体
暇
、
一
エ
突
代
制
的
損
張
隼

忙
よ
る
」
聖
員
噌
加
は
綿
員
の
一
七
・
五
%
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
以
外

、
忙
職
災
復
替
、
曲
遺
拍
安
維
持
、
諮
駐
軍
鞍
怠
隼
々
に
豆
寓
七
千
人
以
上

、、
第
六
十
二
佳

l¥ 

五/、

餌
ム
ハ
同
盟

の
噌
員
が
必
要
ぜ
あ
っ
た
。

以
上
の
ま
う
な
諸
原
悶
に
よ
る
努
働
人
口
を
園
織
が
よ
〈
受
入
れ
た
理

由
、
更
に
敗
戦
前
後
の
激
動
期
冗
於
て
金
協
な
欝
動
を
一
市
さ
ず
に
商
靖
傾

向
を
た
え
ず
維
持
し
て
い
る
理
由
は
、
一
に
園
醐
が
金
図
的
規
横
を
も
っ

咽
占
的
な
官
砦
大
久
義
で
あ
り
、
裁
に
豆
大
古
固
定
設
備
を
も
っ
て
機
械

化
さ
れ
て
い
る
'
と
い
う
車
買
に
起
悶
し
て

V
る
。
特
に
後
円
事
貨
は
職
時

中
の
園
鍬
捗
働
の
質
的
低
下
は
工
鏑
議
に
於
け
る
棋
大
き
な
打
撃
に
な
ち

な
か
っ
た
&
こ
る
か
晶
、
場
働
人
口
の
靖
加
寧
は
工
鋼
業
程
大
き
く
は
な

V
と
い
う
結
果
を
産
与
、
反
劃
に
職
後
は
、
固
定
設
備
の
豆
大
さ
は
業
務

査
に
比
例
し
て
艶
作
じ
な
い
固
定
的
な
捗
働
力
部
分
(
事
業
費
抽
個
人
員
。

三
一
-
・
九
%
)
を
必
要
冒
と
し
、
そ
の
上
に
園
融
業
務
置
は
敗
戦
後
に
工
鏑
業

丹
生
産
量
の
よ
ろ
な
甑
需
を
一
目
し
て
い
な
い
た
め
に
、
ヱ
鏑
野
働
人
口
1
4

圭
〈
反
謝
に
噌
加
を
示
じ
て
い
る
と
い
う
柑
呆
忙
な
る
。

木
容
で
は
園
織
の
回
定
設
備
が
大
き
い
こ
と
A

作
業
が
機
械
化
さ
品
て

い
る
と
と
与
を
暗
ん
ど
同
意
義
に
解
し
、
乙
れ
を
工
鏑
業
主
呉
る
特
色
の

よ
う
に
〈
切
か
え
し
て
一
一
週
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
呆
L
て
本
首
で
あ
る
う

か
。
園
餓
の
資
産
中
間
定
資
産
の
比
車
が
高
い
と
と
は
確
に
事
貨
で
あ
る

が
、
そ
が
は
必
ず
し
も
作
業
が
工
鏑
業
よ
り
も

M
上
に
機
械
化
さ
れ
て
い

る
乙
&
で
は
な
V
O

乙
の
貼
に
園
鶴
捗
働
一
般
の
特
質
を
見
出
し
、
乙
与

か
ら
既
曲
山
野
働
人
員
噌
械
の
時
別
な
限
闘
を
引
出
そ
う
と
す
る
ζ

と
は
割
問

切
で
は
あ
る
ま
い
か
。



-
晶
圃
鍛
場
側
面
賞

ζ
-
A
T
-
般
的
交
調
労
働
を
背
景
と
し
て
、
図
醐
捧
働
者
の
性
別
構
成

年
齢
別
構
成
、
教
育
程
度
年

ι
r
b国
曲
第
働
そ
の
も
の
の
性
格
出
品
田
定
さ

れ
て
い
る
。

工
業
部
門
で
は
古
子
持
働
の
比
率
は
相
官
官
明
か
っ
た
。
(
昭
和
五
年
四

九・

om)乙
れ
は
去
ラ
宜
で
も
な
〈
従
燕
の
産
業
構
造
的
中
で
も
宮
子
野

働
に
怯
存
ず
る
度
合
の
多
い
紡
織
工
業
の
比
輩
出
高
か
っ
た
た
め
で
あ
る

が
、
職
時
中
童
工
業
の
器
撤
な
勃
興
k
紡
細
工
業
部
門
町
整
備
縮
少
に
よ

っ
て
女
子
持
働
の
比
串
は
昭
和
二
十
年
目
一
九
・
O
%
に
ま
で
減
少
じ
、
昭

和
三
十
一
年
六
且
に
再
び
一
三
一
・
コ
%
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
と
れ
に

反
し
て
交
温
業
に
於
け
る
女
子
第
働
の
比
重
は
著
L
《
固
定
的
で
職
前
職

後
に
か
け
て
一
O
%
内
升
の
主
こ
る
に
止
ま
づ
℃
い
る
。
併
し
と
円
安
定

的
仕
方
も
主
語
業
の
内
部
で
は
様
々
で
あ
ワ
て
、
乗
合
自
閉
草
業
、
逓
信

業
に
於
て
は
一
一
一
O
%
か
ら
四
O
%
の
相
官
高
い
比
重
で
安
定
じ
て
い
る
O

E
れ
は
前
者
に
於
い
て
は
車
掌
、
筏
者
に
於
て
は
交
換
手
の
如
童
女
子
持

働
の
胴
占
的
分
野
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
閤
輔
の
女
子
第
働

は
と
れ
に
反
し
昭
和
十
七
年
以
前
ま
で
は
平
均
」
了
五
%
k
J
F
ぅ
低
い
比

車
で
固
定
し
て
い
た
。
克
巳
太
平
洋
戦
争
初
期
E
T
を
唱
と
っ
て
も
圏
酷
は

女
子
聾
働
の
益
出
に
謝
し
て
相
官
頭
い
抵
抗
を
一
訴
し
て
い
る
。
職
守
末
期

忙
於
け
る
女
子
持
働
町
噌
大
(
昭
和
ニ
十
年
七
月
ニ
凹
・
二
%
)
は
男
子

勢
働
力
的
脅
搬
な
扶
乏

K
針
ナ
U
G

一
時
的
際
金
策
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
職

閣
時
樺
働
円
分
析

h 

後
再
O
奮
般
に
復
鴎
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
献
を
説
明
す
る

も
の
は
、
特
殊
な
徹
夜
勤
務
、
複
雑
な
機
械
作
業
、
激
し
い
草
筋
捗
働
を

伴
う
園
鍛
努
働
の
特
殊
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
職
争
末
期
女
子
時
-
倒
の
趣
向

も
出
札
掛
、
騨
手
、
園
働
組
俸
の
自
動
車
草
掌
轄
の
限
ら
れ
た
部
苗
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
男
子
労
働
省
内
年
齢
別
構
成
、
本
書
は
こ
の
駄
に
つ
い
て
主
業
型

左
鋼
業
型
主
主
調
型
を
謝
比
'
し

τ
い
る
。
執
前
昭
和
十
一
年
に
は
、
工
業

型
は
ニ

Q
i
ニ
囚
歳
、
交
誼
型
位
二
五

l
ニ
九
歳
が
最
高
で
、
両
者
共
に
問

。l四
五
歳
で
は
七

l
八
%
に
蕗
る
の

T11
最
高
駒
よ
り
年
長
居
へ
の
滅

巾
げ
の
樋
種
世
交
誼
型
白
方
針
念
激
で
あ
る
。
鏑
業
型
で
は
、
各
停
帥
麿
へ

の
分
散
度
が
多
〈
、
昔
、
A

で
は
あ

b
ゆ
る
年
齢
層
の
努
力
出
稼
動
せ
ら
れ

得
る
ζ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
交
調
型
で
ピ

E
タ
が
工
業
型
よ
り
荒
ヶ
年

年
長
層
へ

f
れ
て
い
な
が
ら
、
々
の
先
の
減
少
が
品
皿
機

rあ
る
こ
k
は
、

輯
局
交
通
労
働
の
中
核
を
な
す
園
錨
持
働
が
高
度
の
熟
練
を
必
要
と
す
る

と
と
品
、
第
働
生
命
の
盟
い
ζ

と
ふ
を
物
語
穴
て
V

る
。
困
輔
傍
働
に
於

て
位
、
二
五

1
=一
回
蔵
自
由
宵
恥
年
唐
が
五
O
%
を
示

L
、
そ
の
前
径
の

-9

#
今
居
及
び
批
年
厨
の
比
重
は
急
搬
に
低
下
す
る
。

職
手
に
よ
る
年
齢
別
構
成
町
盤
化
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
で
起
っ
た
が

工
業
主
交
通
業
と
で
は
そ
の
盤
位
。
閥
係
民
謡
に
な
っ
之
い
る
。
昭
和
二

十
年
的
統
計
に
よ
る
と
、
工
業
T
H少
菅
年
層
が
減
少
し
批
年
層
出
品
噌
却

し
て
い
る
が
、
交
調
禁
で
少
青
年
暦
が
噌
加
し
、
青
推
年
層
J
F
滅
ホ
げ
し
て

い
る
。
と
の
醐
四
位
は
園
蝿
職
員
一
に
一
一
層
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。
帥
ち
昭

静
六
十
ニ
巷

三
五
九

第
六
鋸

ブし



、

図
輯
野
働
円
分
析

和
十
}
年
に
於
て
一
一
・
三
%
だ
っ
た
一
一
一

l
ニ
O
歳
の
砂
骨
年
居
が
昭

和
十
九
年
に
は
四
八
・
八
%
乏
な
り
、
一
一
一

1
ピ
一
O
歳
が
コ
一
五
・
五
%
か

b

一
七
・
O
%
へ
、
吉
一
O
歳
以
止
が
王
}
一
了
二
%
か
ら
三
四
・
二
%
へ
k
減
少
し

て
い
る
。
職
後
多
少
元
の
交
掴
型
へ
戻
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

L
て
屯
本

衆
相
慣
の
年
期
左
熟
練
と
を
堕
す
る
図
臨
労
働
』
半
世
的
低
下
は
明
か
で
あ

る
。
と
れ
を
図
酷
の
代
表
的
職
種
で
あ
る
機
関
士
、
横
閥
助
士
の
年
齢
別

構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
五
年
に
は
一
九
歳
以
下
六
・
九
%
、
ニ

0

1
二
九
歳
五
七
・
七
%
、
=
一
O
歳
以
上
三
王
・
四
%
で
あ
づ
先
制
川
、
昭
和
二

十
「
年
忙
晶
一
九
歳
以
下
四
四
・
八
%
、
一

5
1ニ
丸
成
コ
一
周
ヘ
五
%
、
三

O
歳
以
上
ニ

0
・
七
%
γ
あ
り
、
乙
A

で
は
少
年
努
圃
へ
の
移
行
は
一
そ

う
は
っ
き
り
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

年
齢
別
構
成
主
関
連
し
て
翻
鰻
年
限
は
、
技
柿
保
件
以
外
に
種
々
な
る

旬
開
幽
官
僚
件
が
知
っ
て
〈
"
。
。
熟
練
作
業
を
必
要
可
と
す
る
以
外
同
国
鋪
は
凋

占
的
官
業
で
あ
る
と
い
う
理
聞
に
よ
っ
て
勤
積
年
限
が
長
い
。
昭
和
十
一

年
商
舗
の
需
務
員
に
つ
い
て
み
る
と
勤
概
年
数
一
一

l
ニ
O
年
目
比
震
が

主
六
・
O
%
、
一
O
年
以
下
が
三
八
・
八
%
で
あ
ヲ
た
。
そ
の
動
縄
年
限
の

畏
さ
位
、
他
の
何
れ
の
産
業
部
門
で
も
見

ιれ
t
い
も
の
で
あ
る
。
例
え

ぽ
工
業
陀
於
い
て
は
、
一
一

l
乙
O
年
は
ニ
ニ
・
八
%
、
一
O
年
以
下
目

穴
七
・
二
%
で
あ
っ
た
。
と
の
勤
積
年
数
別
構
成
の
験
時
戦
後
忙
於
け
る

推
移
を
固
蹴
職
員
全
瞳
に
左
っ
て
h
p

る
と
、
昭
和
十
九
年
一
一

1
ニ
O
年

一
四
%
、
一
O
勾
以
下
七
一
%
、
昭
和
二
十
一
年
前
骨
九
%
、
後
者
七
九

/
 

配
川
己
与
に
も
闘
闘
い
…
場
働
組
織
の
危
揖
が
骨
げ
ら
れ
で
い
る
。

事
六
十
二
巻

一六

O

竺
ハ
金

四
O 

要
す
る
に
岡
錦
町
凋
占
的
大
官
業
た
る
性
格
か

b
、
田
町
働
者
の
地
位
昨

安
定
、
貨
幣
給
奥
位
低
調
で
も
厚
生
閥
儒
費
の
大
き
い
こ
と
、
強
い
組
織
古

を
も
っ
大
規
模
の
労
働
組
合
目
存
在
撃
に
よ
ワ
て
総
廉
勤
鱒
年
限
は
主

D

長
〈
、
平
均
年
齢
は
よ
り
高
〈
な
う
て
い
た
。
乙
れ
に
夏
冗
特
珠
な
熟
練

と
頚
祖
な
障
力
主
細
密
な
注
意
力
と
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
技
術
保
件
が

附
加
さ
れ
る
。
こ
れ
は
轟
務
員
は
勿
請
で
あ
る
が
、
非
乗
務
員
で
も
、
信

説
、
韓
轍
、
操
草
、
保
線
、
同
札
持
働
に
A
Y

い
て
云
え
る
乙
と
で
あ
る
。

然
る
に
融
相
手
に
よ
っ
て
園
輯
捗
働

ω
中
犠
を
た
す
育
社
年
熟
練
野
働
者

群
が
動
員
さ
れ
る
と
、
と
れ
を
女
子
及
び
君
年
幡
宮
働
力
に
上
っ
て
補
完
す

る
ζ

止
は
生
理
的
、
肉
櫨
的
に
不
可
龍

T
あ
ワ
た
が
故
に
、
唯
一
の
供
給

源
た
る
少
年
拶
働
力
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

b
な
か
ヲ
た
。
而
も
彼
等
は

腎
年
期
に
達
す
る
と
式
部
分
が
軍
除
に
動
員
さ
れ
る
た
め
に
、
未
熟
線
少

年
勢
働
力
が
常
に
園
輯
持
働
的
中
心
を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
平

均
年
齢
、
動
機
年
限
k
共
に
、
平
均
熟
糠
底
は
著

L
〈
低
下
し
た
の
で
あ

白
。
と
の
闘
鎖
労
働
円
融
陪
は
囲
舗
の
技
情
約
議
歩
、
例
え
ば
手
工
業
的

熟
練
を
多
く
要
す
る
蒸
最
槽
闘
車
乗
務
労
働
白
一
部
を
電
化
轄
に
よ
る
君

代
的
な
機
械
作
業
に
置
き
換
え
る
と
ど
に
よ
っ
て
坦
め
る
主
り
仙
は
あ
る

、
ま
い
。

四

圃
銀
白
傍
働
時
間

交
誼
勢
働
一
般
的
所
定
就
業
時
間
を
と
マ
て
み
れ
ば
、
他
的
工
鋼
捺
倒

の
時
聞
に
比
し
て
、
戦
時
中
特
に
延
長
さ
れ
た
主
い
う
事
貨
は
見
慣
b
な



〉ぞ

ぃ
。
十
九
年
六
月
に
は
工
業
一

0
時
間
二
一
分
に
謝
し
て
実
趣
業
九
時
間

七
分
で
あ
る
。
而
も
件
憩
時
間
の
比
帯
同
他
的
産
業
よ
り
も
多
い
勺
併
L

突
掴
第
働
空
ケ
且
の
就
業
日
肢
は
戦
時
中
に
増
加
し
、
警
て
一
ヶ
月

の
桓
就
業
時
聞
に
於
い
て
は
工
業
と
の
差
は
蝿
縮
さ
れ
た
。
而
弘
己
目
噌

加
餌
向
は
一
戦
後
に
も
持
槙
さ
れ
て
い
る
。
乙
札
は
交
趨
勢
働
の
中
核
た
る

銭
軌
道
勢
働
に
於
い
て
常
時
投
入
さ
札
血
ば
な

b
な
い
固
定
的
勢
働
量
が

多
い
L
C

い
う
こ
と
か
ら
一
般
的
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
づ
。

闘
醐
の
鋒
働
時
間
町
周
知
園
は
、
そ
の
勤
務
縄
別
が
多
様
で
あ
る
た
め
に

栂
め
て
複
耕
で
あ
る
@
大
盟
主
な
勤
務
種
別
は
官
隠
執
務
時
間
、
日
動
、

特
殊
円
動
、
一
章
在
交
代
、
循
殻
交
代
、
=
一
交
代
、
乗
務
的
七
種
で
あ
る
が
、

官
臆
執
務
時
聞
は
会
〈
一
般
的
官
隠
職
員
の
勤
務
ー
と
同
様
で
あ
る
か

b
、

と
れ
を
除
け
ば
、
閤
錨
勢
働
の
特
色
を
一
討
す
一
重
夜
交
代
左
乗
務
臣
服
す

る
人
員
は
査
員
の
=
一

O
%で
、
問
勤
に
つ
い
で
多
い
。
と
れ

b
穴
勤
務
穂

別
陀
属
す
る
人
員
の
平
均
就
業
時
間
を
加
重
算
術
平
均
に
よ
っ
て
算
出
し

て
み
る

E
、
園
蹴
の
平
均
就
業
時
間
の
近
似
値
は
職
前
一

0
時
間
三

O
分

職
争
末
期
一
一
時
間
、
終
戦
後
一

0
時
間
乃
至
九
時
間
と
な
っ
て
、
何
れ

の
産
業
部
門
に
於
甘
る
勢
倒
時
間
よ
り
も
長
い
乙
と
院
な
る
。

き
て
本
替
の
骨
折
は
こ
ム
で
特
に
一
聾
夜
交
代
と
乗
務
の
勢
働
問
む
け

ιれ
る
。
普
品
工
場
第
働
者
町
田
翻
勤
務
同
勢
働
者
的
生
活
時
聞
か

b
b
F

札
ば
一
撃
置
を
一
周
期
と
す
る
に
反

L
、
一
章
夜
交
代
は
二
重
置
を
一
周

期
止
す
る
。
そ
れ
で
同
者
を
比
較
す
る
に
は
、
ニ
極
的
一
二
時
間
持
働
と

連
続
ニ
四
時
間
捧
働
と
を
ユ
同
一
景
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
勘
E

考
慮
し
て
一
撃
夜
究
代
に
於
け
る
職
場
の
体
発
睡
眠
時
間
を
白
宅
の
そ
れ

に
加
算
し
て
も
、
工
場
傍
働
者
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
〈
少
い
。
と

h
k

例
に
あ
げ

b
れ
た
一
重
車
交
代
に
服
オ
る
園
餓
の
女
子
労
働
者
自
一
目
の

睡
眠
時
聞
は
六
時
間

l
大
時
間
四
五
分
で
あ
句
、
工
場
労
働
者
の
そ
れ
は

七
時
間
=
5
分

l
八
時
間
で
あ

B
。
か
ゐ
る
体
聾
置
の
不
足
を
補
う
た
め

に
、
一
撃
夜
勤
務
者
は
暗
ん
ど
例
丹
な
し
に
、
非
番
目
に
一

1
ニ
時
聞
の

牛
腫
を
と
ヲ
で
い
る
。
併
L
職
場
に
於
け
る
深
夜
短
時
間
の
睡
眠
も
、
自

宅
に
酔
け
る
午
睡
も
主
常
な
睡
眠
と
同
質
の
も
自
で
は
な
い
。
特
に
後
者

〆

に
つ
い
て
は
、
一
室
夜
充
代
制
に
服
す
る
、
或
は
む
し
ろ
そ
料
を
え
ら
将

園
醐
持
働
者
に
は
常
に
農
家
副
業
宇
家
計
補
充
的
帯
、
働
者
の
性
格
が
つ
主

主
と
ろ
乙
と
を
同
州
帯

L
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
午
睡
時
間
が
農
耕
野
働

や
他
即
時
貯
働
に
よ

7τ
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
憧
熱
帯
え
品
ば
は
ら
な
い
の

で
あ
る
。

乗
務
持
働
の
一
循
環
は
週
体
制
に
あ
っ
て
は
一
週
間
で
あ
る
。
従
っ
て

一
豊
在
交
代
目

b
ら
れ
る
不
自
然
な
在
周
持
働
川
市
一
そ
う
複
雑
に
羽
化
さ

れ
、
捗
働
時
聞
の
拍
期
及
び
終
期
は
著
し
〈
不
規
則
で
市
る
。
こ
の
よ
う

な
野
働
時
間
に
あ
っ
て
は
正
常

A
A首
位
根
本
か
ら
混
臨
す
る
o
制
え
ば

柵
闘
車
乗
務
員
は
時
に
横
倒
車
内
で
偲
睡
し
、
時
に
時
間
外
れ
の
世
事
を

六
愈
に
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
勢
働
の
一
循
最
期
を
遇
算
L
℃
休
養
時
間

と
捗
働
時
間
と
が
バ
ラ

Y

ス
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
努
働
力
の
再
生
産
が

完
全
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
謹
擦
に
な
ら
な
い
。
而
も
こ
の
主
う
な
乗

務
響
曲
す
ら
農
耕
時
働
と
結
び
つ
く
と
い
う
事
貨
が
示
き
れ
℃
い
る
。

. 

図
楠
弊
働
円
分
析

電、

第
六
十
二
番

占ノ、

第
六
騨

，
 四



閣
時
時
働
の
分
析

柑
労
働
密
度
宇
一
究
働
時
聞
に
ワ
い
て
園
曲
第
働
に
は
大
き
な
特
色
が
hm
ら

れ
L

V

O

}

般
に
交
調
サ
l
r
λ
に
酎
す
日
需
要
に
は
非
常
に
波
動
が
古

る
。
例
え
ば
一
日
中
に
於
け
る
乗
降
客
数
の
波
動
、
及
び
列
車
の
夜
着
時

忙
於
け
る
業
務
量
の
素
晴
、

ζ

の
何
れ
に
し
て
も
業
務
量
の
最
多
の
揚
舎

に
謄
じ
符
る
野
働
査
が
常
時
用
意
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な

ιな
い
。
乙
ム

陀
待
問
者
度
目
不
平
均
と
持
働
力
の
不
完
全
燃
焼
が
生
じ
る
。
己
品
は
大

都
市
内
電
車
困
問
、
同
舎
の
列
車
匝
聞
に
工
づ
て
徳
一
々
異
p
、
職
種
に
よ

っ
て
も
ま
た
様
々
で
あ
る
。
乙
の
場
合
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
一
重
夜

交
代
田
務
で
あ
る
が
、
勤
務
時
間
中
貨
倒
時
間
的
割
合
白
血
少
い
も
の
は
ニ

O
%
、
多
い
も
の
で
も
六
O
%
に
す
智
た
い
。
乙
の
勤
務
形
態
が
勢
働
者

か
ら
歓
迎
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
こ
の
貼
に
あ
る
。
最
近
で
は
勢
働
長
を

時
間
的
に
調
整
す
る
た
b
に
、
同
動
の
人
員
を
噌
加

L
業
務
最
円
稀
薄
な

夜
間
的
勢
働
力
を
制
時
す
る
方
法
、
品
開
剰
捗
働
を
し
て
他
の
職
種
(
電
信

手
)
を
乗
h
H
さ
せ
る
方
法
い
か
品
川
わ
れ
て
い
る
。

亙

閏
鍛
努
働
由
貿
眼

職
時
、
戦
後
を
逝
じ
て
男
子
交
油
努
働
者
の
賃
銀
は
工
鏑
品
開
質
棋
と
匝

ベ
て
省
位
阿
あ
る
。
頁
に
交
週
間
貯
働
の
内
部
で
は
蹴
遭
L
ζ

週
信
と
の
著
し

い
低
賃
銀
が
指
摘
さ
れ
る
。
醐
遣
の
男
子
持
働
者
一

H
平
均
賃
棋
は
昭
和

一
O
年
陀
は
ニ
問
。
一
銭
で
宜
沼
平
均
是
同
位
に
あ
る
が
工
業
賃
錦
町
八

二
%
で
あ
る
。
昭
和
二
O
年
六
月
は
三
闘
三
五
韓
、
交
誼
平
均
三
回
九
八

銭
よ
り
六
三
時
侭
〈
、
工
業
賃
銀
の
六
荒
%
に
務
る
の
理
信
賃
制
蹴
は
昭
和

、

担，

4 ノ、

第
六
擁

四

静
六
十
二
審

一
O
年
一
ν
闘
四
八
時

t
掛
遺
よ
り
五
一
一
一
銭
保

t
、
封
工
業
比
率
は
六
{
%

ニ
O
年
六
月
陪
は
三
岡
一
一
五
輔
、
鋪
道
よ
り
一
O
錨
低

t
謝
工
業
比
率
は

大
三
%
で
あ
る
。
乙
れ
ら
の
交
週
第
働
に
於
け
る
低
賃
輯
群
日
罰
し
て
、

他
方
に
衆
音
自
動
車
、
軌
誼
業
轄
に
於
け
る
高
賃
韻
群
が
存
在
す
る
。
己

の
質
鎖
市
理
を
決
定
す
る
要
図
陣
、
て
時
働
力
の
給
源
が
都
市
に
あ
る

か
、
農
村
に
あ
る
か
農
家
副
業
的
性
格

E
も
7
か
否
か
、
一
一
、
企
業
形
態

が
潤
占
的
官
営
か
否
か
、
コ
コ
ホ
少
年
続
倒
的
比
宜
撃
で
あ
る
。

ま
ぜ
第
一
白
要
闘
に
つ
い
て
、
昭
和
五
年
の
晶
子
有
業
人
ロ
の
都
市
集

中
串
を
見
る
と
官
瞥
餓
軌
道
業
(
乙
円
八
O
%
は
図
有
輯
叢
)
は
三
ニ
・

o

%
で
あ
る
に
封

L
、
八
世
替
輯
軌
道
業
(
惜
ん
ど
大
部
分
は
市
借
軌
道
)
は

宍
三
・
七
%
で
あ
る
、
漣
信
業
は
三
九
・
六
%
で
こ
れ
も
都
市
集
中
寧
比
低

い
。
試
み
'
K
工
業
の
例
を
h
F

る
と
、
高
賃
棋
の
金
属
工
業
比
五
一
て
五
%

侭
賀
臨
P
紡
織
エ
業
で
も
四
六
・
一
%
で
あ
る
。
頁
に
ζ

れ
を
図
酷
町
職

種
別
に
見
る
と
機
闘
士
四

0
・
二
%
、
操
車
、
連
結
、
再
轍
、
信
抽
問
、
酷
門

胡
手
二
回
・
穴
%
、
出
札
止
札
掛
一
二
a
L
%
、
騨
宇
一
六
・

0
4川
、
保
線
ヱ

手
二
一
・
七
%
T
あ
る
。
要
す
る
陀
圏
繊
の
職
場
針
金
図
に
分
布
し
て
い

る
た
め
に
、
幽
錦
部
働
者
も
農
村
居
位
者
が
多
い
こ
と
は
嘗
酷
で
あ
り
、

都
市
の
職
場
で
も
遁
勤
パ
ス
が
支
給
さ
れ

6
た
品
農
村
か

b
円
建
距
離
調

'
勤
者
が
多
い
と
い
う
事
貨
は
、
綿
ヒ
て
園
輯
伊
働
力
の
主
た
る
給
源
が
農

村
に
存
在
し
、
園
舗
は
零
細
農
家
の
過
剰
努
力
を
低
賃
銀
で
雇
用
し
得
る

乙
訟
提
暗
示
す
る
ロ
ど
の
貼
か

b
み
れ
ば
、
詔
勅
バ
ス
仕
図
画
勢
働
者
の

特
構
'
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
努
力
を
低
賃
観
の
混
成
た
る
農
村
忙



つ
な
ぎ
k
拘
る
中
段
で
あ
る
。
阪
に
揖
ベ
た
潤
占
官
皆
企
業
円
帯
態
は
こ

の
低
賃
銀
を
同
事
し
、
職
後
の
平
均
年
齢
的
低
下
は
一
時
的
に
こ
の
傾

向
E
固
化
し
て
い
る
と
去
え
よ
う
。

更
に
園
舗
と
と
れ
に
宇
h
簡
似
す
る
地
方
輯
遣
を
比
較
し
て
与
る
と
、

昭
和
一
一

4
に
於
て
は
前
者
の
賃
舗
は
筏
者
の
賃
離
よ
り
も
む
し
ろ
上
位

に
あ
づ
た
。
併
じ
職
径
の
イ
Y

フ
レ
に
よ
ワ
て
そ
の
地
位
を
諮
輔
し
て
い

る
。
昭
和
二
一
咋
一
一
月
の
図
画
平
均
給
奥
額
(
本
給
)
四
ニ
大
国
ニ
八
蝿
一

位
大
大
府
鯨
の
制
方
融
遣
の
七
一
八
闘
九
二
銭
よ

p
ニ
九
ニ
周
五
凶
銭
位

〈
、
そ
の
他
の
府
麻
の
田
克
一
間

O
一
銭
よ
り
も
六
四
岡
七
三
錨
低
い
。
園

餓
給
奥
円
上
昇
車
は
地
方
餓
遣
に
比
し
て
低
い
の
で
あ
る
。
障
に
大
都
市

周
迭
の
私
舗
の
給
奥
上
昇
串
は
圏
舗
の
二
倍
以
上
に
捷
ず
る
。
こ
の
上
う

に
一
般
に
綬
設
な
上
昇
車
を
も
っ
園
輯
帆
府
県
ゐ
そ
れ
に
臨
有
の
身
分
制
的

構
誼
に
よ
ワ
て
上
叡
者
左
下
組
者
と
で
は
上
昇
率
は
若

L
〈
異
る
。
例
へ

ば
三
扱
官
〈
判
任
官
)
の
昭
和
一
一
年
四
平
均
本
給
を
一

O
O
と
す
る
よ

昭
和
二
一
年
七
月
は
七
九
主
で
あ
る
が
、
綿
員
の
約
六

O
%を
占
め
る
属
、

貝
殻
叩
指
数
は
主
主
主
に
祖
す
害
な
い
。
職
後
の
給
興
櫨
系
で
は
、
生
活

給
の
比
重
が
多
〈
な
り
、
身
分
別
特
典
弟
は
樹
少
す
る
警
で
あ
る
の
に
、

と
の
工
う
な
詑
の
現
象
が
bm
ら
れ
る
の
性
、
職
事
中
園
輯
の
雇
員
救
の
平

均

4
齢
が
若
し
〈
侭
下
じ
た
た
め
で
あ
る
。
戦
後
二
一
年
一
一
一
扱
官
の
平
均

年
齢
三
五
・
八
歳
陀
封
し
雇
員
級
?
，
、
れ
は
一
一
了
六
歳
で
、
昭
和
ナ
一
勾

忙
比
し
前
者
は
三
・

5
藤
田
低
下
に
過
ぎ
な
い
が
、
雇
員
は
一
一
二
一
歳

の
低
下
で
あ
る
。
年
齢
の
低
下
位
印
ち
、
一
、
動
椴
年
放
の
-bJ
い
と
と
、

園
鶴
野
倒
円
分
析

ニ
、
扶
葉
家
族
の
少
い
こ
・
と
を
意
味
す
@
。
即
ち
劉
錨
給
奥
山
市
阿
於

τ

は
、
生
活
給
的
要
素
が
却
っ
て
身
分
別
給
興
差
を
強
大
す
る
結
果
と
な
り

図
観
賞
韻
構
成
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
塑
を
頁
に
瀬
署
な
も
の
と
し
て
い
る
。

突
に
園
曲
目
代
表
的
職
南
町
賃
銀
に
つ
い
て
、
他
自
交
通
樺
闘
『
例
、

東
京
都
電
)
の
そ
れ
左
比
較
し
て
み
る
と
、
園
輔
の
一
樹
闘
士
七
二
八
固
九

七
鏡
、
同
助
士
四
Q
丸
岡
ニ
宜
銭
、
東
京
都
電
の
電
車
運
将
士
給
興
八
八

四
闘
ニ
五
銭

E
一
O
O
と
す
る
と
、
前
者
八
ニ
・
豆
、
係
者
四
六
・
一
ニ
で
あ

胃
、
省
線
電
高
淫
時
士
は
六
六
尺
間
四
六
錯
す
七
五
・
六
に
過
曹
な
い
。

倫
園
輔
の
寧
家
、

tsl自
動
車
車
輩
、
槽
糊
陣
技
工
左
京
京
都
宮
の
電
車

車
掌
、
女
子
自
動
車
草
草
、
車
庫
傭
員
等
の
給
奥
と
を
比
較
し
て
も
同
樺

j

な
結
果
が
現
れ
る
。

併
L
園
錨
円
借
質
融
は
或
盟
度
厚
生
闘
冊
費
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
V

る。

旬
ち
損
益
勘
定
中
的
貨
符
給
興
以
外
に
恩
給
負
擁
晶
、
共
済
組
合
給
奥
金

(
職
場
配
給
、
簾
買
、
住
宅
貸
奥
嬉
々
)
被
服
費
の
如
き
、
保
健
費
及
び

教
習
所
費
目
如
き
は
乙
札
で
あ
る
。
こ
れ
ら
山
相
費
の
職
員
一
人
世
り
を

計
算
し
、
給
興
額
区
加
え
た
る
も
の
に
つ
い

τ、
圏
輯
と
私
曲
立
を
比
較

じ
℃
み
る
と
、
昭
和
二
一
年
の
上
半
期
に
は
闘
輔
八
六
四
岡
、
東
南
融
讃

八
四
O
岡
、
近
畿
日
本
曲
譜
九
五
九
聞
と
仕
る
。

圃
蹴
回
勢
働
生
産
性

本
替
は
最
後
に
「
園
輯
白
砂
働
生
産
性
」
の
問
闘
を
取
上
げ
る
。
乙
の

章
は
最
も
多
〈
の
問
題
J
F

合
ま
れ
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
本
書
の
就
越
に

六

第
六
十
三
春

~

~ノ、

事
六
挽

四



岡
崎
弊
働
町
分
析

従
っ
て
み
よ
う
。
一
般
に
工
鋼
業
部
門
的
野
働
生
産
性
は
中
間
事
費
か
ら

職
後
に
か
り
て
、
平
和
産
業
で
は
基
軸
中
年
(
昭
和
一
一
一
年
V

主
り
侭
下
の

一
迭
を
辿
り
、
軍
需
産
業
で
も
太
平
洋
職
事
開
始
前
生
ピ

I
P
と
し
て
宏

落
す
る
。
然
る
に
図
鑑
の
勢
働
生
産
性
の
費
動
は
ζ
れ
と
異
る
。
乙
の
場

骨
持
働
生
産
性
と
は
園
銭
円
業
務
量
を
示
す
人
噛
粁
と
草
栴
粁
を
持
働
人

員
の
頭
数
で
割
り
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
ニ
つ
の
指
標
は
十
八
年
目
ピ
l

p
ま
で
漸
唱
し
、
十
九
再
に
は
守
ふ
低
下
し
、
敗
職
桂
に
は
念
悼
す
る
が

工
鏑
業
部
門
に
較
べ
る
と
温
か
に
上
位
忙
あ
る
。
捗
醐
生
庫
性
白
推
移
民

ho
け
る
と
の
相
還
を
本
書
は
究
の
商
貼
に
求
め
て
い
る
。
一
、
図
錨
で
は

固
定
設
備
が
大
き
〈
そ
の
楠
暢
百
行
わ
れ
な
{
て
も
比
較
的
長
期
間
槌
車

を
著
L
〈
低
下
さ
せ
ず
に
使
用

L
得
る

r一
之
、
一
一
、
持
働
力
の
慣
の
低
下

が
事
故
の
噌
畑
、
乗
客
取
扱
の
悪
化
串
K
現
わ
れ
て
直
に
職
器
量
減
k
な

ち
な
い
乙
と
、
ヨ
一
、
職
争
束
期
医
「
於
げ
る
海
運
の
陸
運
時
移
に
主
る
職
昆

景
の
会
靖
、
そ
し
て
乙
札

b
白
話
闘
の
骨
景
に
図
鏑
が
工
鋼
業
に
比
し
て

大
な
る
比
重
の
同
定
費
本
を
持
ち
機
械
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
賓
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
己
の
黙
の
抗
許
は
前
忙
も
漣
ベ
た
。
併
し
基
礎
的
な
阿

掴
は
二
冊
何
を
穿
働
の
生
産
性
と
し
て
い
る
か
左
い
う
と
と

T
あ
る
。
そ

の
貼
に
な
る
と
本
書
は
一
戸
臨
時
働
者
一
人
質
り
の
生
庫
量
(
轍
盆
景
)
&

規
定
す
る
が
「
そ
れ
は
野
働
力
そ
の
も
の
ミ
員
誌
の
生
産
性
で
は
な

4
.

そ
の
庫
業
自
生
一
世
力
を
構
成
す
る
簡
要
素
の
も
ヨ
綜
合
的
な
生
産
性
を
持

働
カ
車
伎
に
よ
っ
て
表
示
し
た
‘
も
の
で
あ
る
」
之
一
耳
ワ
て
い
r

る
。
併
し
か

う
い
う
限
定
を
お
い
て
も
、
な
お
『
勢
働
者
一
人
嘗
り
の
止
産
量
(
聴
器

第
六
十
二
告

一
六
四

解
穴
韓

四

E哩

最
)
』
L
ζ

い
う
共
通
の
尺
腔
で
工
鏑
業
と
園
輔
の
如
き
公
共
事
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
努
働
ι
日
産
性
を
比
較
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
既
に
あ
げ
た
岡
鍋
勢
働
?

の
「
町
民
雇
性
」
の
回
定
住
を
説
明
す
る
詩
要
悶
佐
一
、
二
、
三
左
も
園
鱗

に
一
封
ず
る
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ド
と
図
蹴
勢
働
力
的
酷
使
を
設
明
す
る
も
の

で
、
何
轄
勢
働
の
生
産
性
を
ホ
謹
し
て
は
い
な
い
。
、

そ
れ
で
は
最
後
に
職
時
中
国
曲
第
働
の
「
生
産
性
」
を
推
持
し
た
基
礎

的
な
要
閃
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
園
蹴
労
働
の
機
械
化
左
い
う
事
貨
は

rう
か
。
と
れ
も
本
書
の
殺
述
そ
の
事
の
が

ζ

れ
を
〈
つ
が
え
し
て
い

る
。
冒
と
い
う
の
は
「
努
働
生
麗
性
」
の
向
上
或
は
維
持
は
多
少
と
も
機
械

的
作
業
医
関
連
の
あ
る
職
種
院
は
現
れ
ず
、
む
L
る
そ
れ
に
ま
熱
闘
俸
の

な
い
職
種
に
ヲ
い
て
事
ら
れ
る
と
い
う
と
と
を
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る

統
計
そ
の
も
の
が
物
語
う
て
い
る
か

b
で
あ
る
。
例
へ
ば
昭
和
一

O
年
を

一
O
O
と
す
る
と
蒸
無
揖
闘
士
の
「
静
働
生
産
曲
」
は
昭
和
一
六
年
に
は

八
一
-
一
、
一
二
年
に
は
五
一
、
信
現
掛
の
そ
れ
は
昭
和
十
六
年
九
一
一
一
、
一
二

年
四
九
、
こ
か
に
反
し
て
出
札
掛
は
一
六
年
に
は
一
八
五
、
ニ
一
年
に
は
ニ

=
ニ
、
改
札
掛
は
一
六
年
に
は
一

O
九
、
ニ
一
年
に
は
一
五
一
=
で
あ
る
。

と
の
後
四
場
合
は
政
客
輸
港
人
員
が
激
幅
唱
し
て
出
札
掛
、
改
札
掛
目
一
入

賞
り
の
業
務
量
も
ま
た
噌
大
し
た
一
と
い
う
乙
と
を
物
語
る
に
過
ぎ
な
い
も

の
で
、
「
勢
働
生
産
性
」
の
同
上
な
ど
の
問
題
で
は
な
い
。
乙
れ
ら
の
指
戸

際
は
ま
た
そ
れ
自
値
と
し
て
意
味
を
も
ワ
も
の
で
あ
る
が
、
「
勢
働
生
産

性
」
、
と
い
う
腕
角
の
下
て
綜
括
的
に
取
扱
b
れ
る
こ
之
は
一
曹
を
要
す
る

だ
ろ
う
。




